
 
           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

（１）医療イノベーション５か年戦略の着実な推進（特別重点）          ４１１億円 

（ⅰ）革新的医薬品・医療機器の創出                         ３４１億円 

①創薬支援ネットワークの構築                                 ４１億円 

アカデミアなどの優れた基礎研究の成果を確実に医薬品の実用化につなげるため、

医薬基盤研究所が中心となって本部機能を担い、理化学研究所や産業技術総合研究所、

大学などの創薬関係機関で構成する「創薬支援ネットワーク」を構築する。このネッ

トワークでは、「死の谷」と呼ばれる応用研究（特に最適化研究）から非臨床試験に

対して、平成 24 年６月に決定した「医療イノベーション５か年戦略」に定められたが

んや難病をはじめとする８つの重点領域の有望シーズを中心に切れ目のない実用化支

援を行い、治験への導出などを図る。 

 

②重点領域の創薬研究開発の推進                            １３９億円 

ア がん                                             ６０億円 

難治性がんや小児がんを含む希少がんなどを中心に、抗体医薬などの分子標的薬

や核酸医薬、がんペプチドワクチンなどの創薬研究に関して、適応拡大も含め、国

際水準の非臨床試験や医師主導治験を強力に推進する。 

また、早期診断を可能とする革新的な診断方法（診断薬など）の実用化へ向けた

研究を推進する。 

さらに、がん治療薬の実用化を推進するため、PMDA の審査員と研究者が一体とな

第１ 安心で質の高い医療・介護サービスの安定的な提供 

「医療イノベーション５か年戦略」（平成 24 年６月６日医療イノベーション会議決定）に基づ

き、革新的医薬品・医療機器の創出や世界最先端の医療の実現に向けた医療イノベーション

を推進する。 

どこに住んでいても、その人にとって適切な医療・介護サービスが受けられる社会を実現す

るため、地域医療の強化のための緊急対策をはじめ、地域医療確保対策、在宅医療の推進

などを内容とする医療提供体制の機能強化を図る。 

また、安定的で持続可能な医療保険制度とするため、各医療保険制度に係る必要な経費

の確保などを図る。 

その他、認知症を有する人の暮らしを守るための施策の推進をはじめとする安心で質の高

い介護サービスの確保を図ることなどにより、安心で質の高い医療を提供する。 

～どこに住んでいても、その人にとって適切な医療・ 

介護サービスが受けられる社会の実現～ 

１ 医療イノベーションの推進など        ６１７億円（２９０億円） 
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り、最先端の技術の有効性と安全性を評価するためのガイドラインを整備する。 

 

イ 難病・希少疾病                                        ２９億円 

（「創薬支援ネットワークの構築（４１億円）」（前述・５６ページ参照）の一部（５億円）を含む） 

（「再生医療の推進（３７億円）」（後述・５９ページ参照）の一部（６億円）を含む） 

難病・希少疾病の革新的診断・治療法開発のため、創薬関連研究をはじめ、再生

医療技術を用いた研究や個別化医療に関する研究を総合的・戦略的に推進する。 

また、希少疾患の中でもきわめて患者数の少ない疾病の医薬品や医療機器を開発

する企業などに対する支援の強化を図る。 

 

ウ 肝炎                                              ３２億円 

Ｂ型肝炎や肝硬変に対する新規治療薬などの開発を目指した研究などを推進する。 

また、肝炎研究の中核施設による先進的な臨床研究を行うことのできる体制整備

を図る。 

 

エ 感染症                                             １５億円 

新興・再興感染症などに対する次世代ワクチンや世界初のエイズ予防ワクチンの

開発、革新的 HIV 治療薬や合併症の治療薬の創薬研究を推進する。 

また、開発ワクチンの国内外への普及・展開を促進するための実用化研究を推進

する。 

さらに、国、日本の製薬企業、民間基金などが連携して資金を拠出し、熱帯病な

どの開発途上国向けの医薬品の研究開発や製品化を促進する。 

 

オ 糖尿病・脳心血管系疾患                                 ７．４億円 

合併症発症予防を推進するため、多くの生活習慣病の病態に共通して慢性炎症が

関与している点に着目し、慢性炎症や線維化の制御に有効な革新的治療薬の開発や

その効果指標となる分子イメージング技術などの新たなバイオマーカーの開発に取

組み、臨床情報の集積を図ることにより創薬研究や治験を推進し、国内外の糖尿病・

脳心血管系の疾患の診療技術を飛躍的に向上させる。 

 

カ 精神・神経疾患                                         ３億円 

発症前の認知症患者に対する根本的治療薬の開発やこの開発に関連する研究を推

進するとともに、パーキンソン病や筋萎縮性側索硬化症（ALS）などの神経変性難病

に対する成長因子治療などによる画期的治療法の開発を目指した研究を推進する。

また、うつ病などの気分障害の客観的診断法や効果的治療法の開発のための臨床研

究を推進する。 
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キ 小児の先天性疾患など                                    ３億円 

小児の先天性疾患について、有効な診断・治療を行い、障害の予防と予後の改善

を図るため、遺伝子・細胞治療の基盤整備や母子感染の実態把握を行うとともに、

検査・治療の開発研究を推進する。 

 

③臨床研究・治験環境の整備 

ア 臨床研究中核病院の整備                          ５４億円（２１億円） 

日本の豊富な基礎研究の成果から革新的な医薬品・医療機器を創出するため、国

際水準の臨床研究の実施や医師主導治験の中心的役割を担っている臨床研究中核病

院（５箇所のうち、復興分を除く４箇所）について、研究開発の重点領域であるが

ん・再生医療などの分野で質の高い臨床研究を実施する基盤として中心的役割を果

たせるよう、体制強化を図る。 

また、難病・希少疾病・小児疾患などの医師主導治験の実施とネットワーク構築

に重点を置いた臨床研究中核病院を新たに７箇所整備する。 

 

イ 国際水準で実施する臨床研究などの支援                         ７億円 

新たに整備する難病・希少疾病・小児疾患などの医師主導治験の実施とネットワ

ーク構築に重点を置いた臨床研究中核病院での国際水準の臨床研究を支援する。 

 

ウ 橋渡し研究などの推進【新規】                                     ４３億円 

国立高度専門医療研究センター（ナショナルセンター）の機能を活用し、産官学

の連携、海外との連携による共同研究などを推進するとともに、研究所と病院の連

携による橋渡し研究（トランスレーショナルリサーチ）を推進する。 

 

④審査の合理化・迅速化・質の向上と安全対策の強化など               ５７億円 

ア 審査基準の明確化                                     ３６億円 

最先端の技術の有効性と安全性を評価するためのガイドラインを整備する。 

また、アカデミアやベンチャーなどによる革新的医薬品・医療機器・再生医療製

品の開発や実用化を促進するため、薬事戦略相談の拡充や出張形式を導入する。 

さらに、安全性、有効性や品質管理の評価方法など、開発から市販後安全対策ま

での規制などについて、科学的合理性などに基づいた整備を行うための研究を推進

する。 

 

イ グローバル化への対応                                ４．１億円 

日本発の医療機器に関する規格などの国際標準化を推進するため、規格を審議す

る国際会議や関連する国際シンポジウムに積極的に貢献する。 
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また、国内で流通する医薬品の製造拠点がアジア地域に加速的に展開しているこ

とから、品質確保のための試験検査などの体制を整備する。 

 

ウ 中小・ベンチャー企業などの実用化支援                      ２．５億円 
資金面の問題による実用化の遅れを防ぐため、中小・ベンチャー企業などが開発

を行う、革新的医薬品・医療機器・再生医療製品に係る相談・承認申請手数料を軽

減する。 

 

エ 安全対策の強化                                      １０億円 

市販後安全対策を強化するため、電子カルテなどの医療情報を活用した、疫学的

手法による副作用情報などの収集・分析のためのデータベースの高度化を行う。 

また、がんや生活習慣病などに使用される医薬品の長期的な副作用情報を収集し、

安全対策の強化を図るため、これらの医薬品を使用している患者を対象に、長期的

な薬剤使用の状況を追跡できる新たなデータベースを構築する。 

 

オ 医療機器の特性を踏まえた制度                           ３．９億円 

医療機器の審査の迅速化・合理化を図るため、後発医療機器などを対象に登録認

証機関を活用した承認・認証制度の拡充を行う。これに向けた環境整備として、登

録認証機関による後発医療機器の審査に必要な基準を作成するとともに、既承認品

目との性能などの比較ができるデータベースを整備する。 

 

※ 審査の合理化・迅速化・質の向上と安全対策の強化を図るため、審査基準の明確

化などの上記各事業の実施に必要な PMDA の体制を整備する。 

 

⑤イノベーションの適切な評価                               ９５百万円 

疾患毎の費用などを算出するためのデータベースや海外での費用対効果の評価事

例を収集したデータベースを整備し、個別の医療技術の費用対効果の評価やその評価

手法などの検討を効果的に推進する。 

 

（ⅱ）世界最先端の医療実現                               ６９億円 

①再生医療の推進【新規】                                   ３７億円 

再生医療の実用化に向け、臨床研究の効率化を促す臨床研究情報ネットワーク基

盤や長期的にヒト幹細胞を保存する体制を構築し、臨床研究体制の基盤を整備する

とともに、ヒト幹細胞の腫瘍化リスクなどに対する安全性の確保、機能不全となっ

た組織や臓器の個別治療法の技術開発や iPS 細胞などのヒト幹細胞を用いた創薬の

基盤となる技術開発に関する個別研究を支援する。 
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また、再生医療製品の審査の迅速化のため、PMDA の審査員と研究者が一体となり、

最先端の技術の有効性と安全性を評価するためのガイドラインを整備する。 

市販後安全対策を強化するため、再生医療製品を使用した患者の登録システムを

構築する。 

 

②個別化医療（※）の推進                                    ３２億円 

※ 個別化医療：患者一人ひとりの体質や病態にあった有効かつ副作用の少ない治療法（オーダーメ

ード医療）や予防法（個別化予防） 

ア 個別化医療推進のためのインフラ整備と研究の推進【一部新規】  ２７億円（２７億円） 

国立高度専門医療研究センター（ナショナルセンター）で、病態の解明や新たな

診断・治療法開発のため、受診患者からバイオリソースや診療情報などを効果的・

効率的に収集するとともに、個別化医療の実現に向けた研究開発を推進する。 

 

イ 個別化医療に資する医薬品開発の推進【新規】                     ５億円 

治療薬の効果や副作用を予測し、治療薬の投与が適切な患者の選定を目的とし

た検査薬の開発を推進する。特に新薬については、当該検査薬との同時開発・同時

審査を推進する。 

 

（２）臨床研究中核病院の整備（一部復興）（一部特別重点）（一部前述・５８ページ

参照）                                     ５８億円（２６億円） 

日本の豊富な基礎研究の成果から革新的な医薬品・医療機器を創出するため、国際

水準の臨床研究の実施や医師主導治験の中心的役割を担っている臨床研究中核病院

（復興分とあわせて５箇所）について、研究開発の重点領域であるがん・再生医療な

どの分野で質の高い臨床研究を実施する基盤として中心的役割を果たせるよう、体制

強化を図る。 

また、難病・希少疾病・小児疾患などの医師主導治験の実施とネットワーク構築に

重点を置いた臨床研究中核病院を新たに７箇所整備する。 

 

（３）国際水準で実施する臨床研究などの支援【一部新規】（一部復興）（一部特別

重点）（一部前述・５８ページ参照）                     １２億円（８億円） 

臨床研究中核病院での国際水準の臨床研究を支援する。被災地では、革新的な医薬

品・医療機器創出拠点の形成を通じ、質の高い臨床研究を実施するとともに、産業振

興、新産業創出により復興を図ることを目的とする。 

 

（４）早期・探索的臨床試験拠点の整備                   ２８億円（２９億円） 

世界に先駆けてヒトに初めて新規薬物を投与したり、医療機器を使用する臨床試験
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などの実施拠点となる早期・探索的臨床試験拠点に対し、人材確保、診断機器などの

整備、運営に必要な経費について財政支援を行う。 

 

（５）先進医療評価の迅速化・効率化【新規】                    ３９百万円 

先進医療の評価・確認手続きの簡素化を図るため、一定の要件を満たす医療機関が

医療上必要性の高い抗がん剤に関する先進医療を実施する場合の安全性・有効性につ

いて、外部機関による実施計画書の評価体制を整備する。 

 

（６）日本主導のグローバル臨床研究拠点の整備        ３．７億円（３．７億円） 

国際的な治験・臨床研究の実施により、日本発シーズによる革新的新薬・医療機器

の創出や、医療の質の向上のためのエビデンスの確立を図るため、日本主導でグロー

バル臨床研究を実施する体制を整備する。 

 

（７）再生医療の推進【一部新規】（一部特別重点）（一部前述・５９ページ参照） 

４４億円（１６億円） 

再生医療の実用化に向け、細胞情報を収集したヒト幹細胞データベース、臨床研究

の効率化を促す臨床研究情報ネットワーク基盤や長期的にヒト幹細胞を保存する体制

を構築し、臨床研究体制の基盤を整備するとともに、ヒト幹細胞の腫瘍化リスクなど

に対する安全性の確保、機能不全となった組織・臓器の個別治療法の技術開発や iPS

細胞などのヒト幹細胞を用いた創薬の基盤となる技術開発に関する個別研究を支援す

る。 

 

（８）後発医薬品の使用促進【一部新規】                   ６億円（４．８億円） 

患者や医療関係者が安心して後発医薬品を使用することができるよう、品質・安定

供給の確保、情報提供の充実や普及啓発などによる環境整備に関する事業などを引き

続き実施する。 

さらに、医療関係者が品質に関する情報を簡便に入手することができるよう、デー

タベースを新たに整備し、情報提供の充実を図る。 

また、より医療現場に近いレベルで関係者の理解を図るため、都道府県が設置して

いる協議会に加え、市区町村若しくは保健所単位レベルで協議会を設置し、地域住民

への働きかけなど地域の実情に応じた取組を強化する。 

さらに、医薬品市場のグローバル化が進む中、我が国の後発品メーカーの国際競争

力を高めるため海外市場への進出や、バイオ後続品の可能性を見据えた調査・検討事

業を行うとともに、安定供給に関する海外の事例調査を行う。 

※ 厚生労働省版「提言型政策仕分け」（平成 24 年６月～７月実施）の提言関連 
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（９）被災地域の復興に向けた医薬品・医療機器の実用化支援（復興） 

１０億円（１０億円） 

革新的な医薬品・医療機器を創出するとともに、産業のさらなる発展や雇用の創出

を通じた震災からの復興に貢献することを目指して、被災地域での大学、研究機関発

のシーズ開発を後押しし、臨床研究・医師主導治験を支援する。 

 

 

 

 

 

 

（１）地域医療の強化のための緊急対策（特別重点）      １０５億円（１０億円） 

①在宅医療の充実強化                              ２３億円（１０億円） 

ア 病状急変時の対応などを強化した在宅医療連携体制の推進 

２０億円（１０億円） 

在宅医療・介護あんしん 2012 の取り組みを地域全体に拡大していくため、平成

24 年７月にとりまとめられた厚生労働省版「提言型政策仕分け」の提言などを踏ま

え、市町村などを中心とした多職種協働による医療と介護の連携の下で在宅医療が

提供される体制づくりを推進する。特に在宅療養者の病状が急変した場合の対応や、

在宅で療養する小児・障害者などを支える広域的な医療・福祉の連携体制の強化を

図る。 
※ 厚生労働省版「提言型政策仕分け」（平成 24 年６月～７月実施）の提言関連 

 
イ 小児在宅医療患者の相談支援体制の整備【新規】                 １．１億円 

小児在宅患者の保護者の在宅療養への不安感を解消するため、小児在宅患者の症

状などに応じて療養上の助言やかかりつけ医などとの調整などを行うための相談支

援体制を整備する。 

 
ウ 薬局を活用した薬物療法提供体制の強化【新規】                   ２億円 

抗がん剤や麻薬など、使い方が難しい薬を用いた治療や適切な服薬指導など、誰も

が安心して在宅で受けられるよう、薬の専門家である薬剤師がチーム医療の一員とし

て、訪問や相談、情報提供をスムーズに行うための体制を整備するなど、地域での適

切な薬物療法を推進する。 

 

 

 

２ 医療提供体制の機能強化            ８８１億円（６０５億円）
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②へき地や救急医療でのアクセス強化                    ８２億円（３百万円） 

ア へき地患者の輸送支援【新規】                             １．５億円 

無医地区などのへき地住民に対する医療提供体制の確保を図るため、無医地区な

どと近隣医療機関を巡回する「患者輸送車（艇）」の運行に必要な経費について財政

支援を行う。 

 

イ ドクターヘリ運航体制のさらなる拡充【一部新規】          ８１億円（３百万円※） 

（※ほか医療提供体制推進事業費補助金（２５０億円）の内数） 

迅速な医療の提供が必要な全ての国民に、いち早い医療の提供を可能とすること

を目指し、ドクターヘリの運航に必要な経費や格納庫などの整備について財政支援

を行うとともに、ドクターヘリ事業従事者の研修を行う。 
また、災害時でも患者搬送体制を確保するため、災害拠点病院のヘリポート整備

について財政支援を行う 
 
（２）地域医療確保対策                            １０１億円（９１億円） 

①地域医療支援センターの整備の拡充                       １１億円（７．３億円） 

医師のキャリア形成支援と一体的に、地域の医師不足病院の医師確保を支援する

ため、都道府県が設置する「地域医療支援センター」の箇所数を拡充し、医師の地域

偏在解消に向けた取組を推進する。 

 

②専門医に関する新たな仕組みの導入に向けた体制整備【新規】          ２．５億円 

医師の質の一層の向上や医師の偏在是正を図るため、専門医に関する新たな仕組

みを導入することとし、専門医認定のための基準の検討や研修病院（群）が作成する

研修プログラムの認定など、研修実施体制を確保するために必要な経費について、中

立的な第三者機関に対して財政支援を行う。 
 

③医療提供体制の在り方などの検討                       ２６百万円（３百万円） 

医療提供体制に関する喫緊の課題に関して、求められる医療機能の在り方を含め、

高度な医療の提供を担う特定機能病院や地域医療の確保のための支援を行う地域医

療支援病院の在り方などについて、現状や将来を見据えた医療提供体制の在り方、病

院・病床の機能分化・強化の推進などを検討する。 

 

④医療計画の評価などの支援【新規】                                ３１百万円 

新たに策定する医療計画の評価などに対する支援として、都道府県が医療計画に

ついて必要な見直しを行えるよう数値目標や施策の進捗状況を評価・改善するための

指標の検討や医療計画の進捗状況などを公表するソフトの開発などを行う。 
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⑤チーム医療の推進                                        

ア チーム医療の普及推進【一部新規】                     ２．８億円（２．４億円） 

多職種協働のチーム医療の取組を全国に普及させるため、病院団体や各関係職種

の職能団体などに委託して複数の医療関係職種の合同研修を行い、職種間の相互理

解やコミュニケーション能力の向上を図る。 

また、チーム医療を推進するため、専門的な臨床実践能力を有する看護師が医師

の包括的指示を受け、幅広い医行為を含む看護業務を実施できる仕組みの構築に向

け、業務の安全性や効果の検証を行う。 

 

イ 看護補助者の活用【新規】                                     

看護職員と看護補助者の業務分担を進め、看護補助者を活用することにより、看

護職員の負担軽減に資するとともに雇用の質の向上を図るため、都道府県が看護管

理者（看護部長、看護師長など）向けに実施する看護補助者の活用も含めた看護サ

ービス管理能力の向上のための研修の実施に必要な経費について財政支援を行う。 
（医療提供体制推進事業費補助金（220 億円）の内数） 

 
⑥女性医師の離職防止・復職支援                   

出産や育児などにより離職している女性医師の復職支援のため、都道府県に受

付・相談窓口を設置し、研修受入医療機関の紹介や復職後の勤務様態に応じた研修な

どを実施する。 

また、病院内保育所の運営に必要な経費について財政支援を行い、子どもを持つ

女性医師や看護職員などの離職防止や復職支援を行う。 

（医療提供体制推進事業費補助金（220 億円）の内数の他、衛生関係指導者養成等委

託費 1.6 億円） 
 

⑦看護職員の確保対策の推進                            

地域医療に従事する看護職員の養成・確保を図るため、看護師等養成所の運営、

病院内保育所の運営や新人看護職員研修の実施などに必要な経費について財政支援

を行う。 
（医療提供体制推進事業費補助金（220 億円）の内数の他、医療関係者養成確保対策

費等補助金など 49 億円） 
 

⑧歯科口腔保健の推進【新規】                                       ９２百万円 

地域の実情に応じた総合的な歯科口腔保健医療施策を進めるための体制確保、障

害者・高齢者施設などの入所者で歯科口腔保健医療サービスを受けることが困難な者
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への対応やそれを担う人材の育成、医科・歯科連携の先駆的な取組に対する安全性や

効果などの実証などを行う。 
 

⑨歯科診療情報の活用【新規】                                       ２１百万円 

歯科医療機関が電子カルテで保有する身元確認に資する歯科診療情報の標準化と

その活用の在り方に関する検討を行うとともに、その内容をモデル事業を通じて実証

する。 
 

⑩保健医療福祉分野の公開鍵基盤（HPKI）普及・啓発事業【新規】          ２７百万円 

インターネットを介して診療情報のやり取りを行う場合のなりすましや改ざんと

いったリスクを回避するため、保健医療福祉分野の公開鍵基盤（HPKI）を普及・啓発

するために必要な経費について財政支援を行う。 
 

⑪医療情報連携・保全基盤の整備（復興）                    ９．５億円（９．５億円） 

医療機関の主要な診療データを、平時から標準的な形式で外部保存しバックアッ

プすることにより、災害時にも過去の診療情報を参照できる手段を確保し、継続した

医療の提供を可能とするとともに、平常時には連携医療機関相互でデータの閲覧を可

能とし、質の高い地域医療連携に活用できる医療情報連携・保全基盤を整備する。 

 

（３）在宅医療の推進                           ４１億円（３０億円） 

①在宅チーム医療を担う人材の育成                      １億円（１．１億円） 

平成 24 年７月にとりまとめられた厚生労働省版「提言型政策仕分け」の提言内容

などに基づき、今後、増加が見込まれる在宅療養者への質の高い在宅医療を提供でき

るよう、地域で多職種がチームとして協働し、在宅療養生活を支えるための人材を育

成する。 
※ 厚生労働省版「提言型政策仕分け」（平成 24 年６月～７月実施）の提言関連 

 

②病状急変時の対応などを強化した在宅医療連携体制の推進（特別重点）（再掲・６２ペー

ジ参照）                                       ２０億円（１０億円） 

 

③災害時の安心につながる在宅医療連携体制の推進（復興）       １０億円（１０億円） 

災害が発生した場合でも在宅医療を必要とする人が安心して医療サービスを受け

ることができるよう、市町村を中心とした、多職種協働による医療と介護の連携の下

で在宅医療が提供される体制づくりを推進するとともに、災害時の在宅医療に必要な

備品の整備を併せて行う。 

※ 厚生労働省版「提言型政策仕分け」（平成 24 年６月～７月実施）の提言関連 
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④小児在宅医療患者の相談支援体制の整備【新規】（特別重点）（再掲・６２ページ参照） 

１．１億円 

 

⑤薬局を活用した薬物療法提供体制の強化【新規】（特別重点）（再掲・６２ページ参照） 

２億円 

 

（４）救急・周産期医療などの体制整備 

医療提供体制推進事業費補助金（２２０億円）の内数の他、医療施設運営費等補助金など４０億円 

①救急医療体制の充実 

救急医療体制の充実・強化を図るため、重篤な救急患者を 24 時間体制で受け入れ

る救命救急センターなどへの財政支援を行う。 

 

②救急勤務医の離職防止・確保対策【新規】                       １．４億円 

救急医療に従事する医師の就労条件の改善、キャリア支援などを通じた離職防止、

医師確保対策として、各医療機関で実施されている先駆的な処遇改善方策に対し支援

を行うことにより実効性のある方策を収集し、全国の医療機関への周知を行う。 

 

③周産期医療体制の充実 

地域で安心して産み育てることのできる医療の確保を図るため、総合周産期母子

医療センターやそれを支える地域周産期母子医療センターの NICU（新生児集中治療

管理室）、MFICU（母体・胎児集中治療管理室）などへの財政支援を行う。 

 

④へき地保健医療対策の推進                          ３７億円（３６億円） 

へき地での医療提供体制の確保を図るため、総合的な企画・調整を行うへき地医

療支援機構の運営や、へき地診療所への代診医の派遣、無医地区などで巡回診療を行

うへき地医療拠点病院の運営などに必要な経費について財政支援を行う。 

 

（５）災害医療体制の強化                            ２１７億円（２億円） 

①災害派遣医療チーム（DMAT）の体制強化                  ２．１億円（２億円） 

災害時に被災都道府県や被災都道府県内の災害拠点病院などとの連絡調整などを

担う災害派遣医療チーム（DMAT）事務局について、首都直下型地震の発生を想定し、

事務局機能を分散させるため、西日本に拠点を設置する。 

 

②国立病院機構の災害対応設備の充実・強化【新規】（復興）            ２０５億円 

国立病院機構の災害拠点病院について、災害に強い次世代型医療情報システムの

構築や自家発電設備の更新・増設を実施する。 
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③災害時に拠点となる薬局の整備【新規】（復興）                      ５億円 

災害時に医薬品などの供給や支援薬剤師受入れの拠点となる薬局の設備を整備し、

災害発生初期の医療体制の確保を図る。 

 

④災害時に拠点となる血液センターの整備【新規】（復興）               ４．９億円 

災害時に血液製剤を供給するための拠点となる血液センターの設備を整備し、災害

発生時の血液製剤の安定供給の確保を図る。 

 

 

 

 
 
 
 

（１）各医療保険制度などに係る医療費国庫負担 

１０兆５，５３８億円（１０兆１，９６２億円） 

「社会保障・税一体改革大綱」などに基づき、医療保険制度改革に取り組む。その

中で、高齢者医療の支援金の総報酬に応じた負担と併せて、協会けんぽの平成 25 年度

以降の国庫補助についても、予算編成過程で検討する。 

 

（２）高額療養費制度の見直し 

高額療養費制度の見直しについては、「社会保障・税一体改革大綱」に基づき、引き

続き、予算編成過程で検討する。 

 

（３）高齢者医療制度の負担軽減措置 

現在の高齢者医療制度の負担軽減措置（70 歳以上 75 歳未満の患者負担など）の取

扱いについては、予算編成過程で検討する。 

 

（４）特定健診などの推進                      ２６０億円（２５５億円） 

特定健診などの効果の検証に取り組むとともに、引き続き医療保険者に対する特定

健診などの費用の助成を行う。 

※ 厚生労働省版「提言型政策仕分け」（平成 24 年６月～７月実施）の提言関連 

 

（５）警戒区域などでの医療保険制度の特別措置（復興（復興庁計上）） 

９８億円（９８億円） 

現在、東京電力福島第一原発の事故により設定された警戒区域などの住民の方々に

３ 安定的で持続可能な医療保険制度の運営の確保 

１０兆５，８９６億円（１０兆２，３１６億円）
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ついて、医療保険の一部負担金や保険料の免除などの措置を講じた保険者などに対す

る財政支援を実施しているが、平成 25 年度の取扱いについては、予算編成過程で検討

する。 

 

 

 
 

 

 

 
 

（１）認知症を有する人の暮らしを守るための施策の推進（一部特別重点） 

６３億円（２６億円） 

（ⅰ）認知症施策推進５か年計画の着実な実施【新規】（特別重点）        ３７億円 

認知症施策検討プロジェクトチームがとりまとめた「今後の認知症施策の方向性

について」や認知症高齢者数の将来推計を基に策定した「認知症施策推進５か年計画」

の着実な推進のため、全国の自治体で認知症の人とその家族の支援体制を計画的に整

備する。 

①標準的な認知症ケアパスの作成・普及 

認知症の人ができる限り住み慣れた自宅で暮らし続けられるよう、市町村で、地

域の実情に応じて、その地域ごとの認知症ケアパス（状態に応じた適切な医療や介

護サービス提供の流れ）の作成・普及を行う。 

 

②認知症の早期診断・早期対応の体制整備（初期集中支援チームの設置など） 

認知症の人とその家族に対する早期診断や早期対応を行うため、看護職員、作業

療法士などの専門家からなる「認知症初期集中支援チーム」を地域包括支援センタ

ーなどに配置する。また、いわゆる「身近型認知症疾患医療センター」の機能（早

期診断・早期支援、危機回避支援）について、認知症サポート医の活動状況なども

含めた調査を行い、検証を実施する。 

 

③地域での生活を支える医療・介護サービスの構築 

ア 一般病院・介護保険施設などでの認知症対応力向上の推進 

一般病院や介護保険施設などの職員に対して行動・心理症状などで対応困難な

事例へのアドバイスや研修を行う。 

 

 

４ 安心で質の高い介護サービスの確保 

                 ２兆５，８２４億円（２兆４，３１４億円）
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イ グループホームなどでの在宅生活継続支援のための相談・支援 

「グループホーム」「小規模多機能型居宅介護」の事業所などが、その知識・経

験・人材などを生かして、在宅で生活する認知症の人やその家族への相談や支援を

行う。 

 

④地域での日常生活・家族の支援の強化や医療・介護サービスを担う人材の育成 

ア 認知症地域支援推進員の設置 

市町村などに認知症地域支援推進員を配置し、各種サービスのネットワークを

構築し、認知症の人とその家族への効果的な支援を行う。 

 

イ 高齢者虐待防止対応の推進 

市町村で高齢者の虐待防止のための対応マニュアルの作成やネットワークの構

築の推進などを行う。 

 

ウ 市民後見人の育成とその活動への支援 

市町村で市民後見人を育成するとともに、地域での市民後見活動の仕組みづく

りの推進を図る。 

 

エ 認知症の人の家族への支援 

認知症に関する知識の習得や情報交換を行う「家族教室」や誰もが参加でき集

う場である「認知症カフェ」などで認知症の人とその家族の支援を行う。 

 

オ 認知症ケアに携わる多職種の協働研修などの実施 

市町村で認知症ケアに携わる医療、介護従事者の双方が共通して理解しておく

べき基礎的知識に関する研修などを行う。 

 

⑤地域ケア会議の活用推進 

医療、介護の専門家など多職種が協働してケア方針を検討し、高齢者の自立支

援、認知症の人の地域支援などを推進する「地域ケア会議」の普及・定着を図る。 

 

（ⅱ）認知症施策の総合的な取組                      ２６億円（２６億円） 

「認知症施策推進 5か年計画」の着実な実施のため、広域的な観点から支援が必要

となる若年性認知症施策や一般病院勤務の医療従事者向けの集合研修などの実施に

必要な経費について財政支援を行う。 
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（２）持続可能な介護保険制度の運営      ２兆５，４６３億円（２兆４，０３３億円） 

社会保障・税一体改革に掲げられた地域包括ケアシステムの実現に向け、各保険者

が作成した「第５期介護保険事業計画」に基づく介護サービスの実施などに必要な経

費を確保する。 
 

（３）地域での介護基盤の整備                     ６０億円（５７億円） 

都市型軽費老人ホームなどの整備に必要な経費について財政支援を行う。 

また、高齢者が住み慣れた地域での在宅生活を継続することができるよう、定期巡

回・随時対応サービス、小規模多機能型居宅介護などの介護サービスをワンストップ

で提供する「都市型ケアステーション」や、農作業・ものづくりなどの「生産活動」

の場となる「地域支え合いセンター」のモデル的な整備に必要な経費について財政支

援を行う。 

 

（４）福祉用具・介護ロボットの実用化の支援           ８３百万円（８３百万円） 

介護や医療の現場での福祉用具や介護ロボットなどの実用化を支援するため、開発

実証研究の環境整備の推進を図る。 

 

（５）介護職員の研修に係る代替職員の確保【新規】             ２．４億円 

介護職員のキャリアアップを推進し、介護労働分野での人材の定着を図るため、介

護サービス事業者が介護職員として働く者を外部研修などに派遣する際、必要な代替

職員を確保する場合に必要な経費を補助する。 

 

（６）適切なサービス提供に向けた取組の支援         １２５億円（１５３億円） 

介護支援専門員の資質向上を図るため、体系的な研修事業を行い、必要な知識・技

術の修得を図る。また、介護サービス情報公表制度の着実な実施を図るため、都道府

県が行う調査・公表事務や実施体制整備などの取組を支援する。 

※ なお、平成 24 年６月に実施した厚生労働省行政事業レビューの公開プロセスの結

果などに基づき、ユニットケアの指導者や介護相談員指導者の養成研修事業を廃止

するとともに、認定調査員等研修事業については、介護認定審査会委員研修に重点

化するなどの対応を行う。 

 

（７）介護施設・事業所などの災害復旧に対する支援（復興（復興庁計上））  

３６億円 

東日本大震災で被災した介護施設などのうち、各自治体の復興計画で、平成 25 年度

に復旧が予定されている施設などの復旧に必要な経費について、財政支援を行う。 
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（８）介護などのサポート拠点に対する支援（復興（復興庁計上））       ３０億円 

被災３県（岩手、宮城、福島）の応急仮設住宅に入居された高齢者などの日常生活

を支えるため、総合相談支援や地域交流などの機能を有する「サポート拠点」の設置・

運営に必要な経費について、引き続き財政支援を行う。 

 
（９）警戒区域などでの介護保険制度の特別措置（復興（復興庁計上）） 

４４億円（４４億円） 

現在、東京電力福島第一原発の事故により設定された警戒区域などの住民の方々に

ついて、介護保険の利用者負担や保険料の免除の措置を講じた保険者などに対する財

政支援を実施しているが、平成25年度の取扱いについては、予算編成過程で検討する。 

 
 
 
 

 

 

（１）介護福祉士等修学資金貸付事業の拡充【新規】 （再掲・４９ページ参照） 

８．３億円 

 

（２）介護職員の研修に係る代替職員の確保【新規】（再掲・７０ページ参照） 

２．４億円 

 

（３）介護・医療・保育職種の人材確保に向けた支援の強化（再掲・３９ページ参照） 

（｢業種の特性に応じた労働災害防止対策の推進（５．３億円）｣（再掲・４６ページ参照）の一部（０．８億円）を含む。） 

３１億円（５４億円） 

 

（４）成長分野での離職者訓練の推進（再掲・４０ページ参照） 

１，４７９億円（１，９４５億円） 

（５）政策課題に沿った人材育成への支援（再掲・４０ページ参照） 

１１５億円（９１億円） 

５ 福祉・介護人材の確保対策の推進 １，６３５億円（２，０９１億円） 
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（１）新型インフルエンザ対策の強化【新規】                     ６．２億円 

平成 24 年５月に公布された新型インフルエンザ等対策特別措置法では、新型インフ

ルエンザが発生した際に速やかにプレパンデミックワクチンを接種する必要がある社

会機能維持者などが従事する事業者は、厚生労働大臣の登録を受けることになってい

ることから、登録事業者を管理するための基盤整備などを行う。 

（注）抗インフルエンザウイルス薬やプレパンデミックワクチンの備蓄に係る経費の取扱について

は、予算編成過程で検討する。 

 

（２）予防接種の推進【一部新規】                   １４億円（１１億円） 

平成 24 年５月に厚生科学審議会感染症分科会予防接種部会より今後の予防接種制

度の在り方全般について提言された「予防接種制度の見直しについて（第二次提言）」

に基づき、定期接種ワクチンの追加などを内容とする予防接種法の改正について検討

し、必要な措置を講ずる。 

（注）概算要求額については、副反応報告制度の法定化など予防接種法改正に伴う必要経費を要求。 

 
（３）HTLV-１関連疾患に関する研究の推進                 １０億円（１０億円） 

HTLV-１（ヒト T 細胞白血病ウイルス１型）への感染対策と、これにより発症する

ATL（成人 T細胞白血病）や HAM（HTLV-1 関連脊髄症）の診断・治療法などに関する研

究を、感染症・がん・難病・母子保健対策が連携し、HTLV-１関連疾患研究領域として

総合的な推進を図る。 

 

 

 

 

第２ 健康で安全な生活の確保 

１ 新型インフルエンザなどの感染症対策   １４２億円（１３４億円） 

新型インフルエンザ対策の強化や予防接種の推進などの感染症対策、女性のためのがん

検診や緩和ケアの推進などのがん対策、肝炎治療促進のための環境整備などの肝炎対策、

難病等の各種疾病対策などを推進する。 

また、健康危機管理対策、輸入食品などの食品の安全対策、食品中の放射線物質対策、

食中毒対策などを推進する。 
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（１）がんに対する質の高い医療提供体制の構築（特別重点）       １２９億円 

①がんの早期発見【新規】                                  １１６億円 

死亡率が上昇している女性特有のがんの早期発見のため、子宮頸がん検診につい

て、細胞診に加えて新たに HPV 検診を 30 代の女性に実施するなど、特に罹患率の高

い年代の女性の乳がん・子宮頸がん検診を重点的に実施する。 
 

②がんと診断された時からの緩和ケアの推進【新規】                ８．２億円 

平成 24 年６月に閣議決定した「がん対策推進基本計画」で、「診断時からの緩和

ケアの推進」が重点課題に掲げられていることに基づき、がん診療連携拠点病院で、

がん性疼痛の緩和に関する相談支援事業や地域性に配慮した強固な緩和ケア診療

体制を構築するための緩和ケアセンターの整備を行う。 
また、同センターで、がん性疼痛による緊急入院に対応するための緩和ケア病床

を確保する。 
 

③がん患者などの治療と職業生活の両立【新規】                  ５．１億円 

「がん対策推進基本計画」などに基づき、就労継続などを希望するがん患者に

対し、がん診療連携拠点病院などの相談支援センターで、「治療と職業生活の両立」

に関する各種相談支援や適切な情報提供を行うため、相談支援体制や就労支援機関

などとの連携の強化を図る。 
また、がん診療連携拠点病院で、がん患者を取り巻く就労問題の実態を把握・

分析し、ニーズを明らかにするための調査を実施し、がん患者・医療従事者などに

対する情報提供の在り方について提言を行う。 
※ 厚生労働省版「提言型政策仕分け」（平成 24 年６月～７月実施）の提言関連 

 
（２）小児がん対策の推進【一部新規】                     ４．８億円 

「がん対策推進基本計画」に基づき、小児がんの診療や緩和ケアを行う医療従事者

の育成と小児がん患者への相談支援や療育環境を確保するためのプレイルームの運営

などを推進するとともに、小児がん拠点病院を統括し、小児がん患者や臨床試験の情

報集約、小児がんに関する情報発信、診療実績などのデータベースの構築、コールセ

ンターなどによる相談支援などの機能を担う中核的な機関として、小児がんセンター

（仮称）を整備する。 

 
 

２ がん対策                     ３９２億円（２７５億円）
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（３）がん治療薬創薬研究の推進（特別重点）（一部前述・５６ページ参照） 

５０億円 
平成 24 年６月に決定した「医療イノベーション５か年戦略」に基づき、難治性が

んや小児がんを含む希少がんなどを中心に、抗体医薬などの分子標的薬や核酸医薬、

がんペプチドワクチンなどの創薬研究に関して、適応拡大も含め、国際水準の非臨

床試験や医師主導治験を強力に推進する。また、早期診断を可能とする革新的な診

断方法（診断薬など）の実用化へ向けた研究を推進する。  

 
（４）禁煙対策の強化【新規】                            １．６億円 

「がん対策推進基本計画」や「健康日本 21（第２次）」（※）で、たばこをやめたい

人を支援して喫煙率を平成34年までに12％まで低下させることを目標としていること

に基づき、がん診療連携拠点病院に「たばこ相談員」を配置し、禁煙に関する電話相

談や禁煙に係る最寄りの医療機関などの情報提供を行う（たばこクイットライン）。 
※「健康日本 21（第２次）」：国民の健康の増進の総合的な推進を図るための基本的な事項を示し、平成

25 年度から 34 年度までの国民健康づくり運動を推進するもの。 

 

 
 

 

 

 

（１）早期発見・早期治療の促進のための環境整備        １４８億円（１７８億円） 

肝炎患者への医療費の助成に必要な経費を確保し、引き続き適切な医療の確保や受

療促進を図るとともに、治療を要する方が適切な治療を開始できるようサポートする。 
また、肝炎ウイルス健診の個別勧奨を引き続き実施するなど、肝炎ウイルス検査の

受検促進を図る。 
 

（２）肝炎治療研究などの強化【一部新規】（一部特別重点）（一部前述・５７ページ

参照）                                      ８１億円（４９億円） 

平成 24 年６月に決定した「医療イノベーション５か年戦略」に基づき、Ｂ型肝炎の

新規治療薬の開発などを目指した創薬研究の推進を図るとともに、Ｃ型肝炎ウイルス

などの持続感染機構の解明や肝硬変の病態の進展予防、新規治療法の開発を目指した

研究を行い、肝炎に関する基礎、臨床、疫学研究、行政研究などを推進する。 

また、肝炎研究の中核施設による先進的な臨床研究を行うことのできる体制整備を

図る。 

 

３ 肝炎対策                          ２４２億円（２３９億円） 
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（３）肝炎総合対策推進国民運動による普及啓発の推進【新規】        １億円 

肝炎に関する知識や肝炎ウイルス検査の必要性を分かりやすく伝え、あらゆる国民

が肝炎に係る正しい知識を持ち、自ら積極的に早期発見・早期治療に向けて行動変容

していく新たな国民運動を展開する。 

 

（４）肝炎患者の就労に関する相談支援体制の強化【新規】（特別重点） 

１．３億円 

「肝炎対策基本指針」などに基づき、就労継続などを希望する肝炎患者に対し、肝

疾患診療連携拠点病院の肝疾患相談センターなどで「治療と職業生活の両立」に関す

る各種相談や適切な情報提供を行うため、相談支援体制や就労支援機関などとの連携

の強化を図る。 

※ 厚生労働省版「提言型政策仕分け」（平成 24 年６月～７月実施）の提言関連 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

（１）難病対策                                    ４６９億円（４５９億円） 

①難病患者の生活支援などの推進                      ３５６億円（３５６億円） 

難病対策については、「社会保障・税一体改革大綱」（平成 24 年２月 17 日閣議決

定）と「平成 24 年度以降の子どものための手当等の取扱いについて」（平成 23 年

12 月 20 日四大臣合意（内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、厚生労働大臣））に基

づき、引き続き、予算編成過程で検討する。 

 

（注）厚生科学審議会疾病対策部会難病対策委員会で、「今後の難病対策の在り方（中間報告）」

（平成 24 年８月 16 日）がとりまとめられた。 

 

【参考】社会保障・税一体改革大綱（抄） 

３．医療・介護等② 

(12)難病対策 

○ (3)の長期高額医療の高額療養費の見直しのほか、難病患者の長期かつ重度の精神的・

身体的・経済的負担を社会全体で支えるため、医療費助成について、法制化も視野に入れ、

助成対象の希少・難治性疾患の範囲の拡大を含め、より公平・安定的な支援の仕組みの構

４ 難病などの各種疾病対策、移植対策、健康増進対策 

６０２億円（５８０億円）
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築を目指す。 

また、治療研究、医療体制、福祉サービス、就労支援等の総合的な施策の実施や支援の

仕組みの構築を目指す。 

☆引き続き検討する。 

 

②難病に関する調査・研究などの推進【一部新規】（一部特別重点）（一部前述・５７ページ

参照）                                        １１３億円（１０２億円） 

難病の革新的診断・治療法の開発を促進するため、平成 24 年６月に決定した「医

療イノベーション５か年戦略」に基づき、創薬研究をはじめ、再生医療技術を用い

た研究や個別化医療に関する研究を総合的・戦略的に推進するとともに、国際ネッ

トワークへの参加などを通じて、難病対策の国際的連携の構築を図る。 
また、希少疾患の中でもきわめて患者数の少ない疾病の医薬品や医療機器を開発

する企業などに対する支援の強化を図る。 
 

（２）各種疾病対策                                     ６４億円（６５億円） 

①エイズ対策の推進（一部特別重点）（一部前述・５７ページ参照）    ５７億円（５７億円） 

平成24年６月に実施した厚生労働省行政事業レビューの公開プロセスの結果など

に基づき、HIV 検査・相談について、利便性に配慮した体制の整備、検査の必要性が

高い対象者や当該対象者の多い地域の重点化など、効率的・効果的な施策の推進を図

る。 

また、「医療イノベーション５か年戦略」に基づき、HIV 感染症のまん延の防止に

資する、世界初のエイズ予防ワクチンの開発を進めるとともに、新たな HIV 治療薬や

合併症の治療薬の開発を行い、HIV 感染症の長期予後の改善を図る。 

 

②リウマチ・アレルギー対策の推進                              ４億円（５．９億円） 

リウマチ、気管支喘息、アトピー性皮膚炎、花粉症、食物アレルギーなど免疫ア

レルギー疾患の治療法などの研究を推進するとともに、医療従事者の資質向上や医

療連携体制の確保などに努める。 

 

③腎疾患対策の推進                                     ２．１億円（２．４億円） 

慢性腎臓病（CKD）に関する診断・治療法の研究開発を推進するとともに、慢性腎

臓病患者に対する生活、食事指導、医療従事者への研修や正しい知識の普及などに

努める。 
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（３）移植対策                                         ３２億円（２７億円） 

①造血幹細胞移植対策の推進【一部新規】（一部特別重点）          ２４億円（１８億円） 

骨髄移植、末梢血幹細胞移植や臍帯血移植の３種類の移植法について、患者の疾

病の種類やステージに応じて最適な方法で移植を実施できる体制を整備するため、ド

ナーと患者の移植後の健康状況の把握、分析のための取組の支援、造血幹細胞移植拠

点病院の整備、末梢血幹細胞移植を普及させるための体制整備を行うとともに、より

安全に臍帯血移植を実施していくための共同事業を支援するなど、造血幹細胞移植の

一層の推進を図る。 
 

②臓器移植対策の推進                                      ６．７億円（７億円） 

改正臓器移植法の施行に伴い、脳死下臓器提供事例が着実に増加しているなか、

臓器移植が適切に実施されるよう、あっせん業務に従事する人を増員（35 人→38 人）

するとともに、引き続き臓器移植の普及啓発を推進する。 

 

（４）健康増進対策                            ３７億円（３０億円） 

①健康づくり・生活習慣病対策の推進【一部新規】              ２０億円（１７億円） 

健康寿命の延伸を実現することなどを目的とした「健康日本 21（第２次）」を着実

に推進するため、国民一人ひとりが日々の生活の中で自発的に健康づくりの具体的な

行動を起こしていけるよう、地域で日頃の健康づくりに対する助言などを行う人材

（健康サポーター）の養成や民間企業との連携をさらに推進し、健康づくりの国民運

動化を推進する事業などを実施する。 
 

②生活習慣病予防に関する研究などの推進                     １７億円（１２億円） 

ア 生活習慣病の新規治療薬の開発など（一部特別重点）       １３億円（１２億円） 

生活習慣病の予防から診断、治療に至るまでの研究を体系的に実施する中で、

糖尿病などの合併症に特化した予防、診断、治療に関する研究を重点的に推進し、

今後の対策の推進に必要なエビデンスの構築を目指す。 

 

イ 新規治療薬の臨床応用に向けた基盤整備【新規】（特別重点）       ４．４億円 

糖尿病の新規治療薬の臨床応用に向けた糖尿病患者の血糖管理状況、合併症の

発生状況などの臨床情報の集積や医療従事者の研修などを行う糖尿病診療管理拠

点病院を整備する。 
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（１）健康安全・危機管理対策総合研究の推進            ４．５億円（４．６億円） 

感染症・バイオテロリズムの発生に備えた初動体制の確保、危機情報の共有や活用、

地域での健康危機管理体制の基盤強化などに資する健康安全・危機管理対策総合研究

事業により総合的な研究を推進する。 

 

（２）健康危機管理体制の整備                           ３億円（１．１億円） 

非常時に健康危機管理体制が十分に機能するよう、平時から、各種訓練の実施、地

域での連携体制の構築などを行うとともに、地域での健康危機事例に的確に対応する

ため、専門家の養成などを行う。 

 

（３）国際健康危機管理対策の推進                    ７５百万円（８３百万円） 

国外での未知の感染症が疑われる事例の調査で、WHO などが編成する疫学調査チー

ムに国立感染症研究所が参加し、国際的な感染症の情報収集、分析、情報の還元など

を行う。また、国内外で分離される病原体のゲノム情報の解読、その情報のデータベ

ース化や疫学調査などへの利用を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

東日本大震災で被災した保健衛生施設などのうち、各自治体の復興計画で、平成 25

年度に復旧が予定されている施設などの復旧に必要な経費について、財政支援を行う。 

 

 

 

 

 
 
（１）輸入食品の安全確保対策の推進                  １０５億円（１０１億円） 

輸入食品が増加する中で、検疫所のモニタリング検査について、食品群ごとの輸入

７ 食の安全・安心の確保               １２９億円（１３０億円） 

５ 健康危機管理対策の推進             ８．２億円（６．５億円）

６ 保健衛生施設などの災害復旧に対する支援（復興（復興庁計上）） 

７．３億円
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量、違反率などに基づき必要とされる検体数を考慮して、体制整備を行いつつ適切に

実施する。 
また、輸出国での食品安全対策の実施状況に関する計画的な調査などを行い、輸入

食品の安全確保対策を推進する。 
 

（２）食品中の放射性物質対策の推進（復興（一部復興庁計上）） 

４．３億円（７．２億円） 

食品中の放射性物質の安全対策を推進するため、平成 24 年４月に設定した新たな基

準値について、食品の汚染状況や摂取状況を調査し、継続的に検証するとともに、国

で流通段階での買上調査を実施するなどの対策を行う。 

また、各自治体のモニタリング検査が円滑に実施できるよう、検査機器の整備に対

する補助を行うほか、食品中の放射性物質に関する調査研究を行う。 

 

（３）食中毒対策の推進                             ６７百万円（７４百万円） 

近年の大規模・広域化した食中毒事件の被害拡大防止のため、菌株収集などによる

原因究明調査を行うとともに、担当官を現地に派遣し疫学調査の支援を行うなど、食

中毒対策を推進する。 

 

（４）残留農薬等の安全確保対策の推進                 ９．３億円（１０億円） 

①残留農薬等のポジティブリスト制度などの推進                ７．６億円（８．８億円） 

平成 18 年度の「ポジティブリスト制度（※）」の導入の際に設定した農薬などの

基準について、引き続き、着実な見直しを進めるとともに、食品添加物について、国

際汎用添加物（※）の迅速な指定や安全性確保の取組を推進する。 
※ポジティブリスト制度：食品中に残留する農薬などについて、残留基準を設定し、基準を超えて食

品中に残留する場合、その食品の販売などを禁止するもの。 

※国際汎用添加物：国際的に安全性が確認され、欧米で広く使用が認められており、国が主体的に指

定に向けた検討を進めるもの。 

 

②食品汚染物質に係る安全確保対策の推進                   ５０百万円（５０百万円） 

食品中の汚染物質対策について、重金属、かび毒などの汚染実態や摂取量の調査

などを行い、基準の設定や見直しなどの安全性確保の取組を進める。 

 

③食品用容器包装等の安全確保対策の推進               ８５百万円（８４百万円） 

食品用容器包装等に用いられる化学物質の規制について、容器包装から食品への

溶出試験の実施などにより具体的なデータの蓄積を行い、欧米などで導入されている

ポジティブリスト化に向けた制度の検討を進める。 
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また、近年、利用が拡大し、食品用途にも応用されつつあるナノマテリアル（※）

について、溶出試験の実施などにより具体的データの蓄積を行い、リスク管理手法の

検討を進める。 
※ナノマテリアル：大きさが 100 ナノメートル以下の小さな物質（ナノとは１ミリの 100 万分の１）。 

 

④健康食品の安全確保対策の推進                          ３３百万円（３３百万円） 

いわゆる健康食品による健康被害を未然に防ぐため、食品成分についての安全性

試験や分析調査を行う。 
 

（５）食品に関する情報提供や意見交換（リスクコミュニケーション）の推進 

９百万円（１１百万円） 

食品安全に対する消費者の意識の高まりなどに対応するため、食品安全基本法や食

品衛生法に基づき、消費者などへの積極的な情報の提供や双方向の意見交換を行う。 

 
（６）食品の安全の確保に資する研究の推進             ８．６億円（９．８億円） 

食中毒の予防や食品中の化学物質への基準設定などの課題について、科学的根拠に

基づく調査研究を進める。 

 

 

 

 

 

 

(１) 安全で安心できる水道水の供給に向けた高度浄水処理の推進（重点） 

３０億円 

有機化学物質や病原性原虫などによる水質汚染への対処の必要性が高まる中、平成

24 年５月に利根川水系でホルムアルデヒドによる水質汚染事故も発生したことから、

同様の水質汚染事故を未然に防止し、水道水の安全性の確保、安定供給を図るため、緊

急的に市町村での高度浄水施設の整備を推進する。 
 

（２）水道事業の適切な運営                        １８５億円（２０６億円） 

水道の広域化と水道施設の適切な更新を進めるとともに、水道水による健康リスク

低減のため、引き続き水道水質基準の検討、水質検査体制の精度確保を図る。 
 

（３）水道施設の防災対策（復興）                    ２５６億円（１７６億円） 

東日本大震災を教訓として、東海地震や東南海・南海地震など、大地震の切迫性が

８ 水道事業の適切な運営など         ６７１億円（５８２億円） 
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高いと想定される地域での水道施設の耐震化を推進する（基幹管路の耐震化率31％：

平成22年度）。 

 

（４）水道施設の復旧・復興（復興（復興庁計上））         ２００億円（２００億円） 

東日本大震災の津波などで甚大な被害を受けた地域で、都市計画の見直しを伴うな

ど、通常の原形復旧では対応できない水道施設の復旧・復興を図る。 

 

 

 

 

 

 
 
 

（１）生活衛生関係営業の指導や振興の推進【一部新規】    ２６億円（２４億円） 

中小零細の生活衛生関係営業者の営業の振興と、衛生的で安心できるサービスの提

供を推進するため、全国生活衛生営業指導センターのシンクタンク機能や都道府県生

活衛生営業指導センターの総合調整機能の強化を図り、各生活衛生同業組合が連携し

て行う地域の活性化を図るなどの事業に対する支援・指導を行う。 

 

（２）被災した生活衛生関係営業者への支援（復興（復興庁計上）） 

１．４億円（１．４億円） 

東日本大震災により被災した営業者自らが復興の担い手となるよう、被災した営業

者の営業再開を支援する。 

 

 

 

 

 

 

「特定Ｂ型肝炎ウイルス感染者給付金等の支給に関する特別措置法」に基づき、B

型肝炎ウイルスの感染被害を受けられた人々への給付金などの支払いに万全を期すた

め、社会保険診療報酬支払基金に設置した基金に給付金などの支給に必要な費用を積

み増しする。 

 

 

９ 生活衛生関係営業の指導や振興の推進など 

２７億円（２６億円）

１０ B 型肝炎訴訟の給付金などの支給    ５７２億円（３４５億円）
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高齢化が進む原爆被爆者の援護施策として、医療の給付、諸手当の支給、原爆養護

ホームの運営、調査研究事業など総合的な施策を引き続き推進する。 

また、「「原爆体験者等健康意識調査報告書」等に関する検討会」の報告書の趣旨に

基づき、広島原爆による黒い雨を体験したと訴える方々に対して、不安軽減のための

取組を推進する。 

 

 

 

 

 

 

「ハンセン病問題の解決の促進に関する法律」などに基づき、ハンセン病療養所の

入所者への必要な療養の確保、退所者などへの社会生活支援策、偏見・差別の解消の

ための普及啓発などの施策を着実に実施する。また、ハンセン病療養所での歴史的建

造物などの保存に向けた取組を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

カネミ油症患者に対する新たな総合的な支援策の一環として、ダイオキシン類の直接

の経口摂取による健康被害という特殊性から、油症患者の健康実態調査を実施し、健康

調査支援金（一人当たり 19 万円）を支給するとともに、研究・検診・相談事業を推進す

る。 

 

 

 

 

 

 

血液製剤の安全性の向上を図るため、未知の感染症などの新たなリスクの早期探知、

１３ カネミ油症患者に対する新たな総合的な支援策の実施 

【一部新規】                   ６．３億円（２．１億円） 

１１ 原爆被爆者の援護【一部新規】   １，４７７億円（１，４７８億円）

１２ ハンセン病対策の推進               ３８１億円（３８８億円） 

１４ 血液製剤対策の推進                ３．２億円（４．２億円） 
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リスク評価や安全対策の効果の検証などを適切に実施する体制を強化する。 

また、将来の献血の担い手となる若年層の献血者の増加を図るため、新たに、高校生

に対して学校教育を通じて献血思想の普及啓発を行う取組みや、大学生などの学生ボラ

ンティアを育成する取組みなど、若年層対策を強化する。 

 

 

 

 

 

 

 

（１）違法ドラッグ対策の強化                          ２．５億円（１．６億円） 

社会問題化している違法ドラッグの乱用を食い止めるため、指定薬物や麻薬への新

規物質の指定の迅速化、包括指定を見据えた分析体制などの充実強化、乱用防止のた

めの情報収集提供や啓発などの取組を強化する。 

 

（２）薬物などの依存症対策の推進                 ５１百万円（５３百万円） 

地域での薬物・アルコールを中心とした依存症対策を推進するため、実施自治体で

毎年度当初に「地域依存症対策支援計画」を策定し、この計画に基づく事業を実施す

る。また、依存症者の社会復帰支援を強化するため、家族支援員による相談支援のほ

か、関係者や依存症家族に対しての研修を行う。 

 

 

１５ 違法ドラッグを含む薬物乱用・依存症対策の推進 

９．５億円（９．０億円）
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（１）障害者の日常生活・社会生活支援のための体制の整備（障害者の「居場所」と

「出番」のある「全員参加型」の共生社会の実現）【新規】（重点）   １２０億円 

「障害者総合支援法」の理念に基づき、障害者などが当たり前に地域で暮らし、社

会参加できる共生社会の実現に向け、障害者などの社会参加の機会と住まいを確保す

るため、障害者の地域生活の支援を担うことができる人材の育成・活用など、障害者

の日常生活や社会生活を支援するため、意思疎通支援を行う人材の養成や意志決定支

援を行う後見業務を適正に担うことができる人材の育成・活用などを実施する。 
また、グループホームなどの「住まいの場」の整備促進、身近な地域での支援体制

強化の拠点となる児童発達支援センターの整備促進や、小規模グループによる療育ケ

アを推進する。 
 

（２）良質な障害福祉サービスの確保           ８，２０７億円（７，４３４億円） 

障害者などが地域や住み慣れた場所で暮らすために必要な障害福祉サービスを総合

的に確保する。 
 

（３）地域生活支援事業の着実な実施【一部新規】（一部重点）（一部前述・８４ペー

ジ参照）                              ４８０億円（４５０億円） 

移動支援や意思疎通支援など障害児・者の地域生活を支援する事業について、市町

村などでの事業の着実な実施や定着を図る。 
また、児童発達支援センターについて、発達障害を含む多障害対応や早期専門対応

第３ 障害者支援の総合的な推進 

障害者の「居場所」と「出番」のある「全員参加型」の共生社会の実現に向け、障害があって

も当たり前に地域で暮らし、地域の一員として共に生活できる社会を実現するため、良質な障

害福祉サービスの確保や地域生活支援事業の着実な実施、精神障害者や発達障害者など

への支援施策の推進などを図る。 

また、平成 25 年４月から施行される障害者総合支援法に基づき、地域生活支援事業にお

ける必須事業の拡充や障害福祉サービスの基盤整備を図る。 

１ 障害福祉サービスの確保、地域生活支援などの障害児・者支援

の推進                １兆３，８２５億円（１兆２，７４４億円） 
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などの機能強化を図る。さらに、障害者総合支援法で必須事業化された意思疎通支援

を行う人材の養成や意思決定支援を行う後見業務を適正に担うことができる人材の育

成・活用など、障害者の社会参加を支援する。 
 

（４）障害者への良質かつ適切な医療の提供        ２，１９９億円（２，０５７億円） 

心身の障害の状態の軽減を図る自立支援医療（精神通院医療、身体障害者のための

更生医療、身体障害児のための育成医療）を提供する。 
また、自立支援医療の利用者負担のあり方については、引き続き検討する。 

 

（５）障害児・者への福祉サービス提供体制の基盤整備【一部新規】（一部重点）（一

部復興）（一部前述・８４ページ参照）              １５３億円（１１７億円） 

第３期障害福祉計画に基づき、障害児・者の地域移行を進め、生活介護や就労継続

支援などの「日中活動の場」の整備を推進する。 
また、グループホームなどの「住まいの場」の整備や、児童発達支援センターの地

域支援機能の強化や障害児入所施設の小規模グループによる療育など、発達障害を含

む障害児支援の充実を図るための整備を推進する。 
さらに、障害福祉サービス事業所や障害児施設などに障害児・者の緊急の受入が可

能となる設備を備えるなど、防災拠点としての整備を推進する。 

 

（６）障害者虐待防止などに関する総合的な施策の推進    ４．１億円（４．２億円） 

都道府県や市町村で障害者虐待の未然防止や早期発見、迅速な対応、その後の適切

な支援を行うため、地域の関係機関の協力体制を整備するとともに、家庭訪問や関係

機関職員への研修、障害者虐待の通報義務などの制度の周知などによる支援体制の強

化を図る。 
 
（７）障害者スポーツに対する総合的な取組などの推進   ８．５億円（８．５億円） 

障害者スポーツの世界大会（パラリンピック競技大会、デフリンピック競技大会）

でのメダル獲得に向けたトップレベルの競技者に対し活動費を助成するとともに、障

害者スポーツ指導員の有効活用を図り、地域での障害者スポーツの参加機会を推進す

ることにより、障害者スポーツの振興を図る。 
 

（８）障害支援区分の施行に向けた所要の準備             ３．１億円（１億円） 

障害者総合支援法に規定された「障害支援区分」の平成 26 年４月からの施行に向け、

新たな調査項目による認定調査や調査結果に基づく障害支援区分の判定（一次、二次）

に関するモデル事業や、市町村が使用する判定ソフトの開発など、所要の準備を行う。 
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（９）重度訪問介護などの利用促進に係る市町村支援事業   ２２億円（２２億円） 

重度障害者の地域生活を支援するため、重度障害者の割合が著しく高いなどのこと

から、訪問系サービスの給付額が国庫負担基準を超えている財政力の弱い市町村に対

し財政支援を行う。 

 

（１０）障害福祉サービス事業所などの災害復旧に対する支援（復興（復興庁計上）） 

２６億円 

東日本大震災で被災した障害福祉サービス事業所などのうち、各自治体の復興計画

で、平成 25 年度に復旧が予定されている施設などの復旧に必要な経費について、財政

支援を行う。 

 

（１１）障害福祉サービスの再構築支援（復興（復興庁計上））          １５億円 

被災地の障害者就労支援事業所の業務受注の確保、流通経路の再建の取組や障害福

祉サービス事業所などの事業再開に向けた体制整備などに必要な経費について、財政

支援を行う。 

 

（１２）警戒区域などでの障害福祉制度の特別措置（復興（復興庁計上）） 

   １６百万円（１６百万円） 

現在、東京電力福島第一原発の事故により設定された警戒区域などの住民の方々に

ついて、障害福祉サービスなどの利用者負担の免除の措置を講じた市町村に対する財

政支援を実施しているが、平成25年度の取扱いについては、予算編成過程で検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）地域で生活する精神障害者へのアウトリーチ（訪問支援）体制の整備 

                   ７．５億円（７．９億円） 

障害者の地域移行・地域生活支援の一環として、未治療の人、治療を中断している

患者などに対し、アウトリーチ（訪問支援）により、医療・保健・福祉サービスを包

括的に提供し、丁寧な支援を行うため、多職種チームによる訪問活動やこれらに従事

する人への研修などを実施する。 

２ 地域移行・地域定着支援などの精神障害者施策の推進 

   ２８６億円（２７５億円）
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（２）精神科救急医療体制の整備                         ２０億円（２０億円） 

精神疾患をもった救急患者が地域で適切に救急医療を受けられるよう体制の充実に

取り組むとともに、身体疾患を合併している患者に対応できる病床の確保や救急搬送

受入体制の強化などにより、精神科救急医療体制の整備を推進する。 
 

（３）高齢・長期入院の精神障害者の地域移行・地域定着支援の推進 

      ２．１億円（３．３億円） 

「入院医療中心から地域生活中心へ」という基本理念に基づき、入院患者の約半数

を占める高齢入院患者に対して、退院に向けた包括的な地域支援プログラムによる治

療や支援などを行い、精神障害者の退院促進や地域定着に向けた事業を実施する。 
なお、平成 24 年６月に実施した厚生労働省行政事業レビューの公開プロセスの結果

などに基づき、地域コーディネーター事業について廃止するとともに、高齢・長期入

院患者に対する退院支援事業については、当該事業を行っていない医療機関を対照群

として設定し、対照群調査による比較を行うなど、その事業効果を検証する。 
 

（４）認知行動療法の普及の推進                       １億円（９８百万円） 

うつ病の治療で有効性が認められている認知行動療法（※）の普及を図るため、従

事者の養成を実施する。 

※認知行動療法：うつ病になりやすい考え方の偏りを、面接を通じて修正していく療法。 

 

（５）災害時心のケア支援体制の整備                 １．１億円（１．１億円） 

近年必要性が高まっている PTSD（心的外傷後ストレス障害）対策を中心とした事故・

災害などの被害者への心のケアの対策を推進するため、各都道府県で心のケアチーム

や緊急危機対応チームの定期的連絡会議を開催するなど、日常的な相談体制の強化や

事故・災害など発生時の緊急対応体制の強化を図る。 
また、大規模自然災害発生時の心のケア対応として、平成 23 年に独立行政法人国立

精神・神経医療研究センターに設置された「災害時こころの情報支援センター」で、「心

のケアチーム」派遣に係る迅速かつ適切な連絡調整業務や、各都道府県などで実施さ

れる心のケア活動への技術的指導を行い、東日本大震災被災者への継続的な対応や、

今後の災害発生に備えた都道府県などの体制整備を支援する。 
 

（６）心神喪失者等医療観察法の医療提供体制の確保など 

 ２３５億円（２３６億円） 

心神喪失者等医療観察法を適切に施行するため、指定入院医療機関を確保し、通院

医療を含む継続的な医療提供体制の整備により、社会復帰の促進を図る。 
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あわせて、指定医療機関の医療従事者を対象とした研修や指定入院医療機関相互の

技術交流により、医療の質の向上を図る。 
 

（７）被災地心のケア支援体制の整備（復興（復興庁計上））           １８億円 

東日本大震災による被災者の心のケアなどを継続的に実施するため、被災３県（岩

手、宮城、福島）に設置した｢心のケアセンター｣で、精神保健福祉士などの専門職種

による自宅や仮設住宅などへの訪問相談、アウトリーチによる医療の提供支援などを

行うための体制整備を支援する。 
 

 

 

 

 

 

（１）発達障害者の支援手法の開発や支援に携わる人材の育成など 

                   ２．８億円（３．５億円） 

①支援手法の開発、人材の育成                              ２．２億円（２．７億円） 

生涯を通じて適切な支援が受けられるよう、発達障害者に対する各ライフステー

ジに応じた支援手法を開発するモデル事業を実施する。 
また、国立障害者リハビリテーションセンターなどで、発達障害者の就労支援に

関する支援手法の開発に取り組むとともに、発達障害者支援に携わる人に対する研修

を行い、人材の専門性の向上に取り組む。 
 

②発達障害に関する理解の促進                            ５７百万円（７１百万円） 

全国の発達障害者支援センターの中核拠点としての役割を担う、国立障害者リハ

ビリテーションセンターに設置された「発達障害情報・支援センター」で、発達障害

に関する各種情報を発信し、支援手法の普及や国民の理解の促進を図る。 
また、「世界自閉症啓発デー」(４月２日) など、自閉症をはじめとする発達障害

に関する正しい知識の浸透を図るための普及啓発を行う。 
 

（２）発達障害者の地域支援体制の確立                   １．９億円（２億円） 

発達障害の乳幼児期から成人期までの一貫した支援体制の整備を行うため、都道府

県などに設置された「発達障害者支援体制整備検討委員会」などの取り組みについて

支援する。 
また、都道府県などで、ペアレントメンター（※1）の養成とその活動を調整する人

の配置、健診などでのアセスメントツール（※2）の導入を促進する研修会の実施など

３ 発達障害者など支援施策の推進         ９億円（８．７億円） 
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を行う。 
※1 ペアレントメンター：発達障害者の子育て経験のある親であって、その経験を活かし、子どもが発

達障害の診断を受けて間もない親などに対して相談や助言を行う人のこと。 
※2 アセスメントツール：発達障害を早期発見し、その後の経過を評価するための確認票のこと。 

 

（３）発達障害の早期支援                             ３．８億円（２．７億円） 

市町村で、発達障害などに関して知識を有する専門員が保育所などを巡回し、施設

のスタッフや親に対し、障害の早期発見・早期対応のための助言などの支援を行う（113

市町村→160 市町村）。 

 

 

 

 

 

 

（１）障害者の就労促進（障害者が誇りと生きがいを持って働ける社会の実現） 

（再掲・３７ページ参照）                          ２２６億円（２１９億円） 

 

①障害者権利条約の批准などに向けた障害者雇用促進制度の見直し【一部新規】 

４１百万円（１１百万円） 

 

②中小企業への支援などの強化や、地域の就労支援力の更なる強化【一部新規】 

        ８８億円（８２億円） 

 

③障害特性・就労形態に応じたきめ細かな支援策の充実・強化【一部新規】 

      ３６億円（３０億円） 

 

④障害者の職業能力開発支援の充実                          ５４億円（５５億円） 

 

（２）工賃向上のための取組の推進【一部新規】             ５．１億円（４億円） 

障害者の地域での自立した生活を支援する観点から、就労継続支援Ｂ型事業所の利

用者の工賃向上のため、経営改善や商品開発、市場開拓などを中心とした「工賃向上

計画（24 年度～26 年度）」による支援を行う。 

特に、障害者優先調達推進法（平成 25 年４月１日施行）の円滑な施行に資するよう、

共同受注窓口の体制整備について、官公需の発注に対応する体制にも配慮しつつ、未

整備の地方自治体の体制を整備するなど、重点的に充実・強化を図る。 

４ 障害者への就労支援の推進           ２４２億円（２３３億円） 
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